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……意見があったら、言ってきてください。100人いたら100人考えは違うものです。人間はお互いに話を交わし、考えを深めることができます。それは自分を成長させると思います。いつでも言ってきてくださいね。１年間どうぞよろしくお願いします」

７月３日　根津公子さん　停職あけの月曜日　鶴川二中の生徒朝会で

　　


根津公子
◇停職「出勤」最後の６月３０日

日記から。今日は停職最後の日。立川二中に行った。プラカードには、「今日で停職が終わります／励ましをありがとうございました／大勢の人が言うから正しいとは限りません／鵜呑みにせず、異なった意見に耳を傾け、自分の頭で考え、判断していきましょう／お元気で」と書いた。

不当な停職処分に抗議し闘い続けることができるのも、授業でかかわった生徒たちの励ましがあったからのこと、一人ひとりにお礼を言いたいとの思いで朝も帰りも挨拶を交わした。

「ぼくたちの卒業までいてほしかった」「応援しているよ」「がんばって」「停職が終わって、おめでとうございます。町田の学校でもがんばって」「今までお世話になりました。ありがとうございました」等々言ってくれた。

こんな会話もあった。

生徒：「また、二中に来るでしょ」

根津：「卒業のお祝いのメッセージは贈るよ。でも、来るのは今日が最後よ。まさか、来年の停職中にここに来るわけには行かないでしょう」

生徒：「来年も停職か！　でも、その時来て」

根津：「あなたたち、卒業しちゃうじゃない」

生徒：「そうしたら、ぼくたちが門の前に来るから。Ａ高校に行けば、すぐ来れるもん」

二中の生徒たちからすごい元気と励ましをもらった。もう、これだけで十分うれしいのに、まだまだうれしい、力の与えられることがあった。

一つは、３ヶ月前に卒業したＢさんが来てくれたこと。３年生のＣさんが帰り際、「Ｅ先輩が一昨日も根津先生に会いたいって、ここに来たよ」と告げてくれたが、いかんともし難い。そうこうしているところに「間に合った」と駆けつけてくれたこと。もう一つは、八王子時代の教え子Ｄさんが来てくれたこと。国際関係学を学ぶ学生で、昨年の１０月、ホームページを見て励ましのメールをくれたのが始まりだった。

私と直接接した生徒・かつての生徒からの励ましは、何にも勝るエネルギーになる。私の仕事をほんとうに知っているのは授業や活動をともにした生徒たちだけだから。だから、その生徒たちからの励ましは、どんなにひどい攻撃にも耐えられる力となる。それは、体験済みだ。多摩中に異動して１年目に起こされた校長・教委・地域・ＰＴＡが一体となった攻撃に、ぼろぼろになりながらも耐えられたのは、八王子で同僚たちと築いた教育活動への確信と、何よりも当時の生徒たちが、その後も私たちの実践を評価してくれ、窮地に立つ私を励ましてくれたからであった。もしもあの時、元生徒からの励ましがなかったら、私の今はなかった。私はこうして困難を乗り越えさせてもらい、強くもしてもらってきた。

幸せいっぱいの気分で帰宅すると、Ｂさんからメールが届いていた。またまた、力を与えられた。Ｄさんに、お礼のメールを入れた。そしたら、その返信に、またまた力を与えられた。本当にありがとう！　これで、来週から鶴川二中に胸を張り元気に行くことができる。

お二人のメールを、本人の承諾を得て、掲載します。

Ｂさん：「今日、根津先生に会えてとてもうれしかったです。いつもなら、部活終わりが17時を越えてしまい、二中正門に行っても会う機会がなかなかありませんでした。今週は、試験1週間前の部活停止期間。今週中には会えるだろう。そして、先生の出勤も最終週だと思っていました。やっとのことで会えたわけです。

先生自身はこの3ヶ月は長かったのか、短かったのか、どう思っていますか。

3ヶ月間も門に立ち、看板を立てて、抗議。自分なら3ヶ月もやれないと思う。先生は自分の意志を曲げずに貫き通したのだから、すごい！

前回・今回と処分は厳しくおかしな処分だけど、もっと職員に対する考慮というものはないのかと思う。

厳しい停職や減給。学校の異動人事。とことん苦しめないといけないというのは、あまりにも理不尽だと思う。

『踊る大捜査線』ではないけれど、職員が現場でちゃんとやっているのに、生徒たちに教えない会議室で話す偉い方なんかに分かるはずが無い。根津先生は、二中のみんなが応援してくれていたし、分かっていたはず。今日だって『がんばって』と励ましてくれていたし。中学校は先生主導だけど、先生を判断するのは生徒自身。生徒の意見が尊重されるべきだと思う。

長々と書いてしまいましたが・・・。すいません。では、3日から鶴川二中で教員として頑張ってください。そして、鶴川二中の生徒に根津先生の授業が出来ることを。」

Ｄさん：「（前略）先生と直に話せたし、先生の周りにはいろんな方のサポートがあるということが生でわかって、すごく嬉しかったです。様々なことを勉強させてもいただきました。大学で平和学を少しかじって、先生のやっていることは本当に「平和学習」なんだなって実感しました。先生の生徒さんとの触れ合いや、昨日お会いした社会人の方々をみて、平和的方法の過程で得られるものってこれなんだ、って。ガンディーも個々では小さくても、でもたくさんのサポートに囲まれてました。（後略）」　　　（後略）

· 鶴川二中へ出勤

　７月３日、出勤第１日目。「おはようございます」。不安を払いのけるように声を出して、職員室に入る。挨拶を返してくれる人が何人もいる。案内をされて着いた私の席には、「ようこそ鶴川二中へ」と書かれた紙の上に、花びんに差したつつじの花が置かれていた。うれしかった。張り詰めた気持ちが少し、楽になった。４月３日、新年度の仕事始めの日に入った時も感じたが、職員室には一昔前の温かさがまだわずかに残っている雰囲気がある。前夜、私の思いをつづった「鶴川二中の職員の皆様」への手紙を職員一人ひとりの机上に配り、朝の職員打ち合わせに臨んだ。そして、一言挨拶をさせてもらった。この時の皆の雰囲気も和やかで、安堵した。

その後は、生徒の朝会へ。そこで校長が私を紹介してくれたので、私も一言話させてもらった。「『君が代』で起立をせずに停職になったことも、停職中学校の前に立っていたことも、何でするの？へんなやつ！と思った人は多いでしょうね。今まで皆さんは目にしなかった風景ですものね。でも、変なやつ！で終わらせずに、なぜ？って訊いてきてください。意見があったら、言ってきてください。１００人いたら１００人考えは違うものです。人間はお互いに話を交わし、考えを深めることができます。それは自分を成長させると思います。いつでも言ってきてくださいね。１年間どうぞよろしくお願いします」と。

　授業は、昨年までと同様、Ｔ１・Ｔ２の２人体制。うち、１年生を私がＴ１で担当するよう言い渡された。出勤１日目はその授業の打ち合わせやら準備で瞬く間に終わった。

　２日目、初めての授業。３年生の授業はＴ２として、教室に身を置く。Ｔ１では、１年生の１クラスで、年間計画に予定されている「食品の選択」についての授業をした。３日目も他のクラスの授業をした。授業をしていると不思議と私の心は落ち着く。やっぱり教員なんだな、私、と思う。

　鶴川二中での生活は始まったばかり。これからまだまだ何があるかは予測がつかないけれど、温かさのある職員室で「やっていけそう！」と思える。　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（7月3日記）


根津さんへ　　　　　　　　　　　原　和美　（あきる野市　主婦）　　　　　　
　いつもお世話さま。校門での抗議活動もそうですが、裁判もありがとうございます。傍聴させていただいたおかげで、裁判所が人権を守るとりでとしてまた、三権分立の一極としてきちんとチェック機能を果たしていないことがよく分かりました。
　教育基本法を審議する特別委員会の傍聴に行った友人が、その緩みきった審議状況を克明に伝えてくれて、慄然としました。安倍、鳩山、町村のテレビに映る時とは手のひらを返したような傲慢さもまた伝えてくれて、国会も腐りきっているのだと思いました。　素敵な人は日本にもたくさんいらっしゃるのに、国の頂点にいる人たちがこういう風にくずれていってしまうのは、なぜなのでしょう。事なかれ主義、自分のなかの主義を持たず場当たり的で、身内の論理を優先させる気質のなせる業なのかとも。 　根津さんの姿勢は自分の中にもあるそういう日本人の気質に、きちんと対峙していて私の背骨をも支えてもくれています。
これからは教室で、子供たちが人権が守られることの素晴らしさ、話をきちんと受け止めてもらえる快さを充分実感させてあげてください。では、また。
　根津さんへ　　　　　　　　　　　　　　　　茅原（杉並・親の会）

河原井さん根津さんらの「君が代」解雇をさせない６．１５集会-- 教育基本法改悪の先取りを許さない！に参加しました。雨の降る中でしたが、八王子労政会館で２５０人以上の人が集まっておこなわれました。ビデオ上映には間に合いませんでしたが、河原井純子先生、根津公子先生のたたかいの報告から聞くことができました。
　入り口には根津さんの門前出勤や都庁でのビラまきの写真が展示され、支援のＴシャツの販売コーナーもあり明るい雰囲気の集会でした。
河原井さんは、新しい職場での異常な管理職の対応にもめげず「スローライフ」を広げていること、静かに「不服従」を貫き多くの人とつながっていると噛みしめるような口調で話されました。最後に時々読むという「茶色の朝」を『都教委』と『良心』に置き換え「今がその時」と訴えられたのが印象的でした。　根津さんは現在、停職３ヶ月の不当処分を受けながら毎日「門前への出勤」を続けておられます。「君が代」の強制が卒業式や入学式の４０秒間だけの問題でなく、もの言う自由を奪い、命令への服従を強いる社会を招くと淡々と語られました。門前出勤で生徒から「（根津先生から）間違ったことには立ち向かう勇気を学んだ」と言われ、いま懲戒免職の危機が迫る中、教師を続けるためにも不起立を貫く決意を固めたというお話でした。２人のたたかいに私はどれだけ同じ立場に立てているのか、拍手しながらもう一度問いました。　弁護士からは、「絶対に負けられない裁判、教師としての根津さんを守る裁判」と強調されました。「みんなが安心して不起立するためにもぜひ裁判に勝ちましょう」という司会のまとめに会場はどっと沸きました。　休憩後の田中哲朗さん(沖電気被解雇者)の歌とメッセージが心にしみました。根津さんが門前出勤をするようになったのは、この田中さんの沖電気門前での歌とアピールがヒントだったようです。「ああ、良いつながりができているんだ！」と感じさせられました。
　小森陽一さん(東京大学教授・全国連絡会呼びかけ人)は「自分の住む多摩市の中学で根津さんが教えていたことが支援するようになったきっかけ、命がけで根津さんを守る」と強いつながりを紹介しながら、「根津さんにかけられている攻撃は、すべての人にかけられている攻撃、だからこそ教育基本法の改悪を止めよう」とわかりやすく話されました。１１名組合員全員の解雇撤回・原職復帰をたたかう大成高校労組、鉄建公団訴訟原告団、地域の労働者から、熱い連帯のあいさつがありました。横暴な権力の攻撃に対して、決して引かない。ひるまず、団結してたたかっていくことによって勝利をつかもう。会場いっぱいの参加者の心がひとつになって、集会は終始明るい雰囲気に満ちていました。　杉並の「つくる会」教科書採択などもすべてがつながるテーマです。根津さん、河原井さんをはじめ、次々と起こるさまざまな「不服従」のたたかいがつながるよう、私たちもまた一生懸命たたかいましょう。

許さない！　調布中への報復・見せしめ異動控訴審判決

◇これまでの経過　　　　　　　　　　　　　　　　　根津公子

２００３年の調布中への異動が異動要綱が定める通勤時間「９０分まで」を超えており、異動の内示があったその日から私は「９０分では通えない」と苦情を申し出ていたにもかかわらず、都教委は異動を強行した。

それに対して提訴した地裁の判決は、「90分以内で通勤することができると認めるに足りる的確な証拠は存在しない…から、異動要綱第４の３（通勤時間）に抵触している」「異動要綱に合致しない転任処分は特段の事情のない限り、裁量権の逸脱があるものと推認される」と、原則90分を超える異動を違法とした。しかし判決は、違法を合法とする抜け道をつくった。本件については、「特段の事情がある」から原則を逸脱しても仕方がないとし、6点の「特段の事情」を挙げ、原告の訴えを却下・棄却した。その６点とは、①都教委が作った架空の時刻表　②裁判所が創作した時刻表　③（自動車通勤は都教委が禁止しているのに）中央高速を使って自動車通勤をすればよかったのだ（←90分で通える、あるいは都教委が「通える」と判断したのには、①~③の事情があったのだ、とした）④過員解消のための過員配置の措置として正当な目的があった。⑤２００３年度、多摩地区で過員配置を希望する学校が少なかった。（←調布中校長が希望したと創作し）⑥２００３年７月には異動要綱の通勤可能な時間は、９０分から１２０分に改定された。（←事件当時の要綱をめぐって争うのは、裁判所の基本常識のはずなのに）

そこで私は控訴した。６月２１日に出たその判決は、一審で認めた「異動要綱に合致しない転任処分は・・・裁量権の逸脱がある」との原則を根底からひっくり返す、反動判決そのものだった。
◇高裁判決は

判決は言う。「教員の転任処分（＝異動のこと）は都教委が任命権者に付与された権限の行使として、適切な人事配置という目的達成のために行うものであり、その行使に当たって法律上の制限は定められていないから、その行使は都教委の合理的な裁量に委ねられており、・・・。転任処分が社会通念上、著しく妥当性を欠くことが明らかである場合に限り、・・違法となる」「本件異動要綱は、法律、規則でも条例でもなく、・・・内部的な指針に過ぎないものであり、同要綱に法規に準じる効力を認めることはできないのであって、そうである以上、その一部である、通勤時間に関する部分に限って法規に準じる効力を認める根拠はない」。

要するに、異動要綱はもっぱら都教委のために存する。異動要綱は法ではないから、都教委がやりたいように異動を決めればいいのだ。という判決だった。

　判決に沿えば、これ以上通勤時間に言及する必要はないはずだ。だが、さらに、「正門から職員室までの所要時間３分を計上している」のはおかしいなどと難癖をつけ、それを私の実測通勤時間平均から除き、通勤所要時間は「１００ないし１０５分」と言い、それくらいの中学校教員は、東京都在住者で1,９％、他県居住者で9,5％いると。さらには現行の異動要綱は上限を120分に引き上げたと。また、首都圏の一般勤労者の通勤実態をも併せ考えると、社会通念上著しく過酷な通勤条件とは言えない、とした。

昨年、伴さんの同種の高裁判決で、原則「異動要綱に合致しない転任処分は、裁量権の逸脱がある」とした判決（しかし敗訴の不当判決だった）と齟齬が生じている。この1年間で、さらに、司法の翼賛化が進んだということだ。

　一体裁判所が言う「社会通念上著しく過酷な通勤条件」とは、通勤所要時間何分以上を指すのか。単身赴任が例外でない日本にあって、裁判所はそれも合法としそうだ。実際、これを争って、裁判所が配転命令を取り消したケースは少ない。「最後の拠り所であるはずの司法」が、権力の門番となっている現実こそ、ただされねばなるまい。

　どこに行っても、学校はある。もの申す教員に、長時間通勤で日常的な嫌がらせをする都教委は、2003年度の途中、通勤時間の上限を120分に引き上げた。これによって当該の、不服申し立ての道をも絶った。

　ところで、通勤費はなるべく低く抑えた異動作業を行うのが、都教委の役人たちの手腕の見せ所のはずだ。無駄に税金を使わない。これは鉄則であろう。ちなみに私の場合、本件、調布中までの交通費は往復で1700円、今年の鶴川二中までのそれは、2040円。税金の適正な使途かどうか、監査請求の対象としていい問題だ。教員いじめに税金を使うな！と。

　話を戻そう。この異動は、私を指導力不足等教員にでっち上げることに失敗した腹いせ、見せしめ異動であることを私は主張してきたが、それについては一審同様高裁も、何の根拠も示さずに、否定した。

また異動先が調布中となったことについては、同中校長は3月内定時の事前面接時に、私には正直にも、過員配置を希望していないことを表明してしまったのだが、人事委員会審理が始まってからは、「家庭科の充実」で「生徒間の暴力等の問題解決」を考え「家庭科の過員配置を考えた」と、都教委に言わされたであろう嘘を主張し、判決はそのシナリオで出された。

◇今後は

　上告審はさらにひどくなることが目に見えていますが、このような不当判決を認めることはしません。7月3日に上告しました。

◇あの愛知県警で、異動取消の採決が出された

昨年初め愛知県警の裏金を内部告発した仙波敏郎巡査部長が、その直後に何も仕事のない部署に配転させられていたことは、記憶に新しい。氏が、それは報復人事だと県人事委員会に不服申し立てをしていたところ、６月７日に勝訴の裁決が出された。「上司の県警地域課長による人事権の濫用に当たる」「身分、俸給などには不利益が生じていないが、配転先での担当業務量は著しく少なく、勤務内容などについて法律上の不利益が生じている疑いが濃い」と指摘したそうだ。責任を一課長に転嫁し、組織的攻撃を認めなかった点の問題は多いに残るが、「人事権の濫用」を認めたことは、現状では画期的だ。内部告発に対する、あまりに直接的、露骨な配転であり、大勢の人が注目していることだから、人事委員会も危ない橋を渡ることは避けたのであろう。



書面での主張が終わり、進行協議に移っています。しかし、進行協議が

進んでおらず、法廷での証人尋問が始まるのは、少し先になりそうです。

法廷期日が決まりましたらお知らせします。よろしくお願いいたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務局
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